
大型車 車輪脱落事故防止について
＝大型車の車輪脱落事故をゼロに＝
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本日の説明内容

１．事故実態の原因を知る
２．正しい作業を確認する
３．現場で実践・継続
４．新たな安全対策

大型車の車輪脱落事故をゼロに
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大型車の車輪脱落事故をゼロに
正しい作業と日々の保守管理が、重大事故を防ぐ基本です。

ひとたび車輪が脱落すると重大事故につながる

正しい作業を徹底することで防ぐことができる事故です

自工会の取組み
正しい作業の定着
「お・と・さ・な・い」を点検手順と行動へ

届きにくい層にも届ける
動画・Web・体験会・研修・DM
で接点拡大
予兆検知装置の普及
人の注意だけに頼らない対策も推進

緩みの兆候を早期検知し、
事故を未然に防ぐ

大型車の車輪は100kg超、直径約110cm
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本日、ぜひ持ち帰っていただきたいこと
知るだけで終わらせず、現場の「正しい作業」と「保守管理」へ。

① 事故の実態・原因を知る
発生状況、作業不良の実例から

「なぜ起きるのか」を確認

✓
② 正しい作業を確認する

清掃・給脂・適正締付・増し締め
日常点検のポイントを確認

↻
③ 現場で実践・継続する

自社の作業・管理を振り返り
明日からの行動につなげる

「お・と・さ・な・い」を合言葉に、
正しい作業と保守管理の徹底をお願いします。

予兆検知装置という新たな安全対策も知っていただく
実際の導入ユーザーの声や効果について、後ほどご紹介します。



１．事故実態の原因を知る

北海道地区
３３件
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１．事故実態の原因を知る
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車輪脱落事故の月別発生件数（令和7年度北海道発生分）
(件）

n=33
33件のうち、22件（約67%）が
11月~1月に発生し、冬季に集中

１．事故実態の原因を知る
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車輪脱着作業から車輪脱落事故発生までの期間（令和7年度北海道発生分）(件）

n=33
車輪脱着作業後1ヶ月以内に車輪脱落
事故が発生したものが16件（約48%）

１．事故実態の原因を知る



令和7年度
北海道発生分

33件

タイヤ脱着作業実施者別

約64%が大型車ユーザーによる
タイヤ脱着作業後の脱落

作業及び保守管理の不備

※1件の事故の複数の不備もあり

自動車整備
事業者

9%

タイヤ専業店
28%

大型車の使用者
64%

保守管理
不備
要因
48%

作業時
不備
要因
52 %

点検時確認
不備
19%

増締時期
不適切

5%

増締未実施
24%

その他3%
潤滑剤塗布不適切

6%

劣化・摩耗確
認、清掃不備

29%

締付力管理不備
14%

１．事故実態の原因を知る
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大型車の使用者

（21件）

タイヤ専業店

（9件）

整備事業者

（3件)

タイヤ脱着作業実施者別タイヤ脱着作業時における不備（令和7年度）

潤滑剤塗布不適切

劣化・摩耗確認、清掃不備

締付力管理不足

（件）

※タイヤ脱着作業実施者属性下段記載のカッコ書きは車輪脱落事故件数。
※なお、1件の事故に複数の不備があるため事故件数と不備件数が一致しない。

１．事故実態の原因を知る



【調査結果】
・ボルト、ナットに油分あり
・ハブ、ホイールに錆が認められる
・締付はトルクセッタで実施、トルクレンチでの締付確認を実施

【推定原因】
・錆落とし不足による初期なじみで軸力低下

【お願い】
・ホイール、ハブの接触面の錆落としの徹底
・錆落としツールの活用

【概要】
・車両 ：2DG付 高床３軸車 2020年登録 約５0万km走行
・発生状況：一般道走行中に、左後前軸のタイヤ１本がに外れた
・発生時期：前日に冬タイヤに交換している

（錆あり） （錆あり）

１．事故実態の原因を知る
事故事例：錆落とし不足
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（油分あり）



【調査結果】
・ボルト、ナットに油分あり
・ハブ、ホイールに錆が認められる
・締付はインパクトレンチで実施。（トルクレンチは未使用）

【推定原因】
・トルクレンチ未使用による締付力不足

【お願い】
・締付時は必ずトルクレンチでトルク締めをお願いします

【概要】
・車両 ：QPG付 高床３軸車 2017年登録 約104万km走行
・発生状況：高速道走行中に、左後前軸のタイヤ2本ともに外れた
・発生時期：夏用タイヤに交換後の翌日

（油分あり）（錆あり）

事故事例：トルクレンチ未使用

１．事故実態の原因を知る

Copyright© Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.12



【調査結果】
・ボルトに油分なし
・ナット（脱落部を3個回収）に油分なし、摺動に渋り
・ハブ、ホイールに錆あり
・締付はトルクレンチで実施

【推定原因】
・油塗布未実施による軸力不足

【お願い】
・ホイールボルト、ナットねじ部およびワッシャ摺動部へ
油塗布の徹底

【概要】
・車両 ：2DG付 低床4軸車 2020年登録 約100万km走行
・発生状況：一般道走行中にEBSランプ点灯、左後後軸のタイヤ2本ともに外れた
・発生時期：お客様でタイヤローテーションで脱着後の約2ヶ月

（ﾎﾞﾙﾄ油分なし）

（油分なし）

（錆あり）

１．事故実態の原因を知る
事故事例：油塗布未
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２．正しい作業を確認する
タイヤ脱着作業３つのポイント
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確実、便利な作業ツール

【エア式 大型車ホイールボルト・ナット専用】

３．現場で実践・継続

ボルト・ナットクリーナー
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確実、便利な作業ツール

【飛散防止タイプ】 【ボトルタイプ】

３．現場で実践・継続

油脂類

【エンジンオイル（油差し）】

ねじ部座面部ワッシャーとナット
のすき間

当たり面には、
塗布しない
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確実、便利な作業ツール

【手動式】 【エア式】 【電動式】

３．現場で実践・継続

トルクレンチ
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ナットインジケーター
便利な日常点検ツールを活用お願いします

（緩み）

（正常）

３．現場で実践・継続
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打音点検とは？

● ボルトやナットが緩むと（締付け力が弱くなると）、
叩いた時の音や振動が変わることが知られています。
これを利用した点検は、古くから、自動車だけではなく、
鉄道や船舶でも広く打音検査として日常の点検手法に取り
入れられており、打音点検を行うことで緩んだナットを発
見することができます。

● ボルトやナットが緩むと（締付け力が弱くなると）、
叩いた時の音や振動が変わることが知られています。
これを利用した点検は、古くから、自動車だけではなく、
鉄道や船舶でも広く打音検査として日常の点検手法に取り
入れられており、打音点検を行うことで緩んだナットを発
見することができます。

● ホイールナットの下側に指をそえて、
点検ハンマでホイールナットの上側面
を叩いた時に、指に伝わる振動が他の
ナットと違ったり、濁った音がしない
か点検します。

※異常がある場合は、ナットが緩んでいたり、ボルトが折損しているおそれがあります

点検ハンマの方法は？ かっこ悪い！
目立つので他の色が欲しい・・・



車輪脱落予兆検知装置

ナット隙検知ナット回転角検知
wheelysafe（英国）東海理化

ホイールナット着座から1mm隙ホイールナット90°回転

展示しておりますので、ご覧願います

４．新たな安全対策
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４．新たな安全対策

動画をご覧ください
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ふりかえり｜今日の内容を、現場での行動へ
北海道では冬季に事故が集中。タイヤ交換の前後こそ、基本作業と管理の徹底を。

正しい作業を確実に行う
清掃・給脂・適正締付／交換後の増し締め・日常点検

確実に作業できる環境を整える
工具・用品・作業手順を確認し、必要な改善につなげる

新たな安全対策も検討する
予兆検知装置の必要性と自社での導入を検討する

「お・と・さ・な・い」を合言葉に、
正しい作業の徹底と予兆検知装置の導入検討をお願いします。
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事故を自分事として捉える
自社のタイヤ脱着作業・保守管理を振り返る（セルフチェックへの参加）

別紙セルフチェックで、日頃の作業を確認してください
所要約5～8分｜職場の皆さまにも展開し、確認・改善のきっかけに


